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研究成果概要 
大気チェレンコフ望遠鏡の次期大型計画として、25 か国約 1500 名が参加している

Cherenkov Telescope Array Observatory (CTAO)計画が進行中である。CTAO計画では、

大口径(23m)・中(12m)・小(4m)の大気チェレンコフ望遠鏡を南北半球のサイトに、約 60

台並べることにより、観測エネルギー範囲を 20 GeV－300 TeVと広げ、従来に比べ一桁

高い感度で宇宙ガンマ線を観測する。日本グループ(約 130名)は、大口径望遠鏡の全体

運営、カメラおよび分割鏡の開発・運用を主導している。さらに、小口径望遠鏡カメラ

の開発に貢献している。大口径望遠鏡 LSTに関する今年度の成果を以下に述べる。 

(1) ラパルマ島での LST 2－4号基の建設を進めた。日本グループが製作した分割鏡を 2

号基と 3 号基に取り付ける作業を 8 月と 5 月に完了した。また、5 月に、日本グル

ープが担当しているカメラを 4号基に取り付けた。 

(2) 日本グループが、北サイト LST用に開発した PMTモジュールの回路および構造の設

計データをイタリアグループに渡し、南サイト LST 5－6 号基の PMT モジュールの

量産を進めた。 

(3) 観測史上最も明るいガンマ線バースト GRB221009A (z=0.151)をバースト 1.3 日後

から、チェレンコフ望遠鏡の中で最初に LST 初号基が観測し、有意度 4.1σでガン

マ線を検出した。一方、H.E.S.S.は 2.1 日後に観測を開始し、有意なガンマ線検出



はなかった。バースト発生 3日後までの LST観測は、月光下であったため、エネル

ギー閾値は高く、約 200 GeVであった。LSTの観測結果から、ジェットの構造モデ

ルに制限を与えた。7 月に、宇宙線研究所、千葉大学、京都大学の共同で、プレス

リリースを行った。[4] 

(4) LST-1は、約 60 時間の観測により、Gemingaパルサーから 20–65 GeVのガンマ線を

検出した。パルス位相解析では第 2 ピーク(P2)を 12.2σ で検出し、スペクトルは

MAGIC の結果と整合する急なべき則(～4.5±0.4)で記述された。MAGIC による約 80

時間の観測では P2 の検出有意度が 6.3σであったので、LST-1 が 10 GeV 領域のパ

ルサー観測に極めて高い性能を持つことが実証された。[5] 

 

CTAO-LST Collaborationによる査読付論文（2025年度)  

[1] “CTAO LST─1 observations of magnetar SGR 1935+2154: Deep limits on sub-
second bursts and persistent tera-electronvolt emission”, Astronomy & 
Astrophysics, 706, id.A25 (2026). 

[2] “VHE γ-ray observations of bright BL Lacs with the Large-Sized Telescope 
prototype (LST-1) of the CTAO”, Monthly Notices of the Royal Astronomical 
Society, 544, pp. 669-686 (2025). 

[3] “Constraining the TeV gamma-ray emission of SN 2024bch, a possible type IIn-
L from a red supergiant progenitor: Multiwavelength observations and analysis 
of the progenitor”, Astronomy & Astrophysics, 702, id.A125 (2025). 

[4] “GRB 221009A: Observations with LST-1 of CTAO and Implications for 
Structured Jets in Long Gamma-Ray Bursts”, The Astrophysical Journal 
Letters, 988, id.L42, (2025). 

[5] “Detection of the Geminga pulsar at energies down to 20 GeV with the LST-1 of 
CTAO”, Astronomy & Astrophysics, 698, id.A283 (2025). 

整理番号2025d-E-01 

ラパルマ島に設置された LST 1号基(左から 3番目)と建設中の LST 2-4号基。左端

は、LST と共同観測を行っている MAGIC望遠鏡。 




